
(平成１８年) （２）(平成１８年) （２）

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

秋
篠
宮
家
は
、
秋
篠
宮
さ
ま

と
紀
子
さ
ま

の
結
婚

に
伴
い
一
九
九
〇
年
に
創
設
。

ご
夫
妻
と
学
習
院
女
子
中
等
科

三
年
の
長
女
、
眞
子
さ
ま

、

学
習
院
初
等
科
六
年
の
二
女
、

佳
子
さ
ま

が
お
り
、
今
回

の
出
産
で
五
人
家
族
に
。
宮
家

の
名
は
西
行
法
師
ら
が
歌
に
詠

ん
だ
奈
良
の
名
所
「
秋
篠
の
里
」

が
由
来
。

秋
篠
宮
さ
ま
は
ニ
ワ
ト
リ
な

ど
生
物
の
研
究
が
専
門
で
山
階

鳥
類
研
究
所
の
総
裁
を
務
め
、

大
正
時
代
に
途
絶
え
た
有
栖
川

宮
家
の
有
栖
川
流
書
道
も
受
け

継
ぐ
。

紀
子
さ
ま
は
結
核
予
防
会
の

総
裁
で
、
手
話
の
ほ
か
ド
イ
ツ

南
部
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
の

伝
統
的
な
弦
楽
器
チ
タ
ー
に
取

り
組
む
。
眞
子
さ
ま
は
乗
馬
や

読
書
、
佳
子
さ
ま
は
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
に
熱
心
だ
。

宮
邸
は
東
京
・
元
赤
坂
の
赤

坂
御
用

地
の
東
端
に
あ
り
、

旧
秩
父
宮
邸
を
増
築
し
て
使

用
。
ご
夫
妻
は
世

界
の
民
族

文
化
に
も
造
詣
が
深
く
、
応
接

室
に
は
各
国
の
伝
統
的
な
楽

器
や
工
芸
品
が
並
び
、
庭
で
大

型
の
ネ
ズ
ミ
の
一
種
で

南
米

に
生
息
す
る
マ
ー
ラ
を
飼
っ
て

い
る
。

懐妊が明らかになって後初めての

ご夫妻そろっての公務で、国立オ

リンピック記念青少年総合センタ

ーを訪れた秋篠宮さまと紀子さま

＝２月、東京都渋谷区

結婚の記念撮影の合間に、やさしく秋篠宮さ

まの髪を直される紀子さま＝ 年６月、宮殿

・竹の間（代表撮影）

結
婚
の
儀
を
前
に
、
束
帯
姿
の
秋
篠

宮
さ
ま
と
十
二
単
姿
の
紀
子
さ
ま

年
、
皇
居
（
代
表
撮
影
） 御料牧場の貴賓館に到着された秋篠

宮妃紀子さま、眞子さま、佳子さま

＝ 年３月 日、栃木県高根沢町

人工飼育したコウノトリを放鳥する

秋篠宮さま、紀子さま＝ 年９月、

兵庫県豊岡市
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秋篠宮家

奈良の名所が由来
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秋
篠
宮
ご
夫
妻
の
子
育
て

個
性
や
関
心
事
伸
ば
し
て
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「
今
の
自
分
た
ち
の
立
場
を
自
覚
し
て
も
ら
う
こ
と
は

大
事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
や
関
心
事
を
伸
ば
し
て
い
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
」
「
男
系
男
子
に
限
る
」
と
し
た
皇
位
継
承
の

在
り
方
を
見
直
す
べ
き
か
ど
う
か
、
娘
た
ち
の
将
来
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
議
論
が
白
熱
し
て
い
た
昨
年
十
一

月
。
誕
生
日
に
際
し
た
記
者
会
見
で
秋
篠
宮
さ
ま

は

「
皇
室
典
範
の
論
議
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
」
と
切
り

出
し
た
上
で
、
自
身
の
子
育
て
に
つ
い
て
の
考
え
を
こ
う

話
さ
れ
た
。

動
物
の
世
話
や
菜
園
の
手
入

れ
を
通
し
て
自
然
や
命
の
大
切

さ
を
伝
え
る
一
方
、
昨
年
か
ら

は
積
極
的
に
娘
た
ち
を
地
方
の

公
務
に
同
行
。
「
歴
史
や
文
化

に
触
れ
、
何
か
を
学
ん
で
く
れ

れ
ば
」と
願
っ
て
い
る
と
い
う
。

長
女
、
眞
子
さ
ま

は
現

在
、学
習
院
女
子
中
等
科
三
年
。

本
や
美
術
、
乗
馬
が
好
き
で
、

最
近
は
映
画
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
曲
を
ピ
ア
ノ
で
紀
子
さ
ま

に
披
露
す
る
こ
と
も
。
三

月
、
秋
篠
宮
さ
ま
と
と
も
に
沖

縄
を
訪
れ
、
伝
統
文
化
の
催
し

に
参
加
。
七
月
に
は
三
重
県
の

伊
勢
神
宮
で
催
さ
れ
た
式
年
遷

宮
に
関
連
す
る
行
事
を
二
人
で

視
察
し
た
。
夏
休
み
は
初
め
て

親
元
を
離
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

を
訪
問
。
紀
子
さ
ま
の
父
の
知

人
宅
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経

験
し
た
。

二
女
、
佳
子
さ
ま

は
学

習
院
初
等
科
六
年
。
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
ト
の
練
習
に
励
む
一

方
、
人
形
や

お
菓
子
な
ど
、

も
の
を
つ
く
る
こ
と
も
楽
し

む
。
環
境
問
題
に

関
心
を
持

ち
始
め
、
昨
年
は
夏
を
涼
し
く

過
ご
せ
る
よ
う
に
と
、
秋
篠
宮

さ
ま
と
二
人
で
宮

邸
に
ア
サ

ガ
オ
を
植
え
、
窓

を
覆
う
「
緑

の
カ
ー
テ
ン
」
を
作
っ
た
と
い

う
。紀

子
さ
ま
は
「
心
身
共
に
健

や
か
に
、
そ
し
て
成
長
に
伴
っ

て
増
え
る
経
験
を
通
し
て
、
調

和
の
と
れ
た
考
え
を
持
ち
、
難

し
い
こ
と
に
も
対
応
で
き
る
力

を
つ
け
て
ほ
し
い
」
（
昨
年
十

一
月
の
会
見
）と
二
人
に
望
む
。

昨
年
七
月
に
は
愛
知
万
博
に

合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
「
こ
ど

も
環
境
サ
ミ
ッ
ト
」
に
一
家
で

出
席
。
秋
篠
宮
さ
ま
は
、
娘
た

ち
が
同
世
代
の
子
供
と
交
流
し

た
こ
と
に
触
れ
「
大
変
い
い
経

験
だ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
た
。

眞
子
さ
ま
、
佳
子
さ
ま
は
小

さ
な
子
供
の
世
話
を
す
る
こ
と

も
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

静
岡
県
下
田
市
の
須
崎
御
用
邸

で
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
や
皇
太

子
ご
一
家
と
一
緒
に
夏
を
過
ご

し
た
時
に
は
、
自
分
た
ち
が
小

さ
い
こ
ろ
は
ど
う
い
う
こ
と
で

喜
ん
だ
か
、
と
紀
子
さ
ま
に
尋

ね
な
が
ら
「
こ
れ
は
や
わ
ら
か

く
て
遊
び
や
す
い
、
こ
れ
は
硬

く
て
ま
だ
危
な
い
」
と
、
愛
子

さ
ま
の
た
め
の
お
も
ち
ゃ
を
用

意
し
て
い
た
と
い
う
。
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